
2025 年 12 月 8 日現在 

略 歴 書 
（公表用） 

（ふりがな） 

氏 名 

（かねこ よしあき） 

金子 敬明 

学歴・取得学位 

1992年 4 月－1994年 3月 東京大学教養学部文科Ⅰ類 

1994 年 4 月－1997 年 3 月 東京大学法学部第２類卒業（学士

（法学）） 

職歴 

1997 年 4 月－2001 年 3 月 東京大学大学院法学政治学研究科助

手 

2001年 4 月－2003年 3月 千葉大学法経学部講師 

2003年 4 月－2007年 3月 千葉大学法経学部助教授 

2007年 4 月－2011年 3月 千葉大学法経学部准教授 

2011 年 4 月－2015 年 3 月 千葉大学大学院専門法務研究科准教

授 

2015年 4 月－2016年 9月 千葉大学大学院専門法務研究科教授 

2016年 10 月－現在  名古屋大学大学院法学研究科教授 

業績 

（著書、論文、判例評釈・翻訳等） 

・『民法７ 家族』、幡野弘樹、羽生香織と共著、有斐閣、2023

年、350 p.（2026 年第 2 版出版予定）。 

・『民法⑤ 親族・相続 判例 30！』、青竹美佳、幡野弘樹と共

著、有斐閣、2017 年、126 p.（2026年第 2 版出版予定） 

・「相続放棄と熟慮期間」、単著、吉田克己ほか編著『財の法・相

続法の現代的課題』所収、成文堂、2025 年、p.475-505 

・「イギリスの高齢者法」、単著、吉田克己ほか編著『超高齢社会

と民法学』所収、成文堂、2025 年、p.81-93 

・「子の養育に関与する第三者の位置づけ」法の支配 217 号、

2025 年、p.80-89 

・「相続財産の管理・清算」、単著、潮見佳男ほか編『詳解 改正

民法・改正不登法・相続土地国庫帰属法』所収、商事法務、2023

年、p. 176-191 

（講演・口頭発表等、学会・社会活動） 

・「相続財産の重層性をめぐって」日本私法学会第 78 回大会、

2014年 10月 11 日、中央大学 

・「不動産の物権変動における原因行為」第９回東アジア民事法

学国際シンポジウム、2019 年 10月 26 日、 成均館大学 

 

・日本私法学会（1997年 10 月～現在） 

 

（実務実績〔取扱業務等〕） 

なし 

プロフィール

（URL） 

 

 
※ ご所属の事務所等の個人紹介ページに上記事項が記載されている場合には、プロフィール欄に 

当該ページの URLをご記入頂き、「プロフィール参照」と記載して頂ければ結構です。  


